
５・６年生から 
 

『パラリンピックは世界をかえる  

ルートヴィヒ・グットマンの物語』（780 パ） 

ローリー・アレクサンダー／作、 

アラン・ドラモンド／絵、 

千葉 茂樹(しげき)／訳(やく)、福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

『なみだの穴(あな)』（913 マ） 

まはら 三桃(みと)／作、小峰書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 7 月 1 日発行 桶川市図書館 

 

☆今月の特集(こんげつのとくしゅう)☆ 
 

今年の夏は、4 年に 1 度の 

“スポーツの祭典(さいてん)”が 

あります。 

そこで、今月は、いろいろな 

「スポーツ」の本を紹介(しょうかい) 

します。 

 

 

９万編(ぺん)の物語 
  

『ボランティアたちの物語 東京 2020 

オリンピック・パラリンピックの記録』（780 ボ） 

日本財団(にっぽんざいだん)ボランティア 

センター／監修(かんしゅう)、小峰書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツの大会には、 

選手のかつやくを 

支(ささ)えるたくさんの 

ボランティアがいます。 

３年前の東京オリンピック・ 

パラリンピックには、 

約９万人のボランティアが 

参加しました。１年９か月の 

間 日本に滞在(たいざい)した 

外国人選手の通訳(つうやく)。ボランティア代表と

して閉会(へいかい)式に出席した車いすの男性  

(だんせい)……。6 人のボランティアにはどんな  

物語があったのでしょう？ 

 

「スポーツを治療(ちりょう)に取り入れよう！」 

ルートヴィヒの頭に、新しい考えがひらめきました。

それは病院の庭で、下半身まひの患者(かんじゃ)達が

車いすで走り回り、ホッケーのようなゲームに熱中 

するすがたを見た時のこと。病院で始まった小さな 

競技(きょうぎ)大会は、国をこえて大きな大会へと 

成長し……。 

パラリンピックを生んだ医師(いし)の伝記です。 

 

No, ３９５ 

 

 

 

 

わたしは泣かない。だって、 

アスリートだから。泣くことや 

大好きなスイーツを食べることを 

がまんしても、つかみとる勝利が 

あると信じる真矢(まや)。でも 

それが果たせなかったとき、 

目の前に「なみだの穴」が 

あらわれて号泣(ごうきゅう)する。 

子どもたちが一歩前に進むための 6 つの物語が  

のっています。最近、声を出して泣いたことは   

ありますか？ 

 

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

お休み

7月

※毎週月曜日、桶川・川田谷図書館は

　お休みです。

　　桶川図書館　（TEL　771-0303）

　　川田谷図書館（TEL　786-8846）

おはなし会

桶川図書館・川田谷図書館

　　毎週土曜日　午前10時30分～11時

坂田図書館（TEL　783-2150）

　　毎週土曜日　午前11時～11時30分

中央図書館（TEL　786-6353）

　　毎週土曜日　午後3時～3時30分

★「もりのくまさん」についてのお知らせ 

今月の『もりのくまさん』は小学生向きです。 

 



１・２年生(ねんせい)から 

 

『ないしょのオリンピック』（E ナ） 

もとした いづみ／ぶん、やまぐち かおり／え、 

ほるぷ出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大接近(だいせっきん)！ スポーツものづくり 5 

 競泳用(きょうえいよう)水着(みずぎ)とゴーグルの

工場(こうじょう)』（589 ダ 5） 

高山(たかやま) リョウ／構成(こうせい)・文、 

添田 康平(そえだ こうへい)／写真(しゃしん)、 

岩崎書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生から 

 

『スポーツのおはなし スポーツクライミング 

わたしのビーナス』（786 ワ） 

樫崎 茜(かしざき あかね)／作、 

本田 亮(りょう)／絵、講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『知ってた？ 世界のスポーツ ルールと歴史 

(れきし)』（780 シ） 

アダム・スキナー／文、マーク・ロング／絵、 

奥沢 駿(おくさわ しゅん)／訳(やく)、徳間書店 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

５・６年生から 

 

『青いスタートライン』（913 タ） 

高田 由紀子／作、ふすい／絵、ポプラ社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いえの ひとが でかけた 

あと、おもちゃや スリッパ 

などの“もの”たちが、 

いえの なかで オリンピックを 

はじめます。どんな  

オリンピックに なるのでしょう？ おふろばや 

トイレも かいじょうに なるようです。 

いえの  ひとが  かえってくるまでに  まに 

あうか、ちょっぴり ハラハラしますが、たのしい 

えが ぎっしりの、もういちど みくらべながら 

よみたくなる えほんです。 

 

水泳選手(すいえいせんしゅ)が 

レースでけっかを出(だ)せるよう、 

たくさんの工夫(くふう)や 

技術(ぎじゅつ)で、かれらを 

ささえる人たちがいます。 

つねに新記録(しんきろく)を 

めざす選手が身(み)につけている、 

ゴーグルや水着のひみつを 

見(み)てみましょう！ 

 

4 年に 1 度、世界中の 

アスリートがきそいあう 

“スポーツの祭典(さいてん)”が 

行われます。どんな競技 

(きょうぎ)があるのでしょう。 

ボールやラケットをつかう 

競技もあれば、身体をつかって 

演技(えんぎ)をする競技も 

あります。 

この本を読めば、スポーツにくわしくなれます。  

ルールや歴史を知ると、さらにスポーツを楽しむ  

ことができるかも！ 

 

ユース大会を３連覇(れんぱ)し、 

「ボルダリングの天才少女」と 

よばれたカノン。でも、マスコミ 

から注目(ちゅうもく)され 

成績(せいせき)ばかりを気にする 

生活に苦(くる)しんでしまいます。 

そんななか、カノンは、 

クライミング初心者(しょしんしゃ)のあかりという

同い年の少女と出会います。あかりに教えるうちに 

カノンは登(のぼ)る楽しさを取(と)りもどしてゆき、

2 人はよきライバルとして成長(せいちょう)し……。 

 

夏休みの間、一人で佐渡島(さどがしま)の 

おばあちゃんの家で過(す)ごすことになった 

颯太(そうた)。遠泳の大会の動画を見て、いとこの 

あおいの堂々(どうどう)とした泳ぎや、参加者の 

きらきらとした笑顔に、颯太も挑戦(ちょうせん) 

することを決意する。1ｋｍコースを目標に、 

高校生コーチとの特訓が始まった。 

 希望と未来を見つめて泳ぎだす、感動の物語。 

 


